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■
委
員　

木
間
ケ
瀬
字
向
の
内

地
先
道
路
改
良
事
業
の
九
五
〇

万
円
の
繰
り
越
し
理
由
と
今
後

の
見
通
し
は
。

□
当
局　

向
の
内
自
治
会
館
前

の
道
路
拡
幅
整
備
は
、
用
地
買

収
、
物
件
移
転
補
償
に
つ
い
て

今
年
度
内
に
所
有
権
の
移
転
が

完
了
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
繰

り
越
し
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

交
渉
の
中
で
、
早
期
に
契
約
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

■
委
員　

今
年
度
内
に
契
約
に

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

□
当
局　

今
年
度
内
に
契
約
で

き
な
い
の
で
、
繰
り
越
し
を
お

願
い
し
て
い
る
。

■
委
員　

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す

ら
ぎ
の
郷
の
使
用
料
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

□
当
局　

合
併
に
伴
っ
て
有
料

と
な
っ
た
こ
と
で
、
利
用
者
が

三
割
程
度
減
少
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

約
九
〇
〇
万
円
の
臨

時
財
政
対
策
債
の
増
額
に
よ
る
、

市
に
割
り
当
て
ら
れ
た
上
限
枠

か
ら
見
る
達
成
度
は
。

□
当
局　

補
正
後
の
金
額
が
二

十
億
六
三
六
〇
万
円
と
な
り
、

上
限
枠
が
二
十
九
億
一
三
七
万

五
千
円
で
七
十
一
％
と
な
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

□
当
局（
提
案
理
由
）　

既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
七
二
九
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
四
四
〇
億
一
九
七
一

万
三
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

■
委
員　

梅
郷
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
と
梅
郷
東
駅
前
線
等

道
路
改
良
事
業
の
繰
り
越
し
理

由
は
。

□
当
局　

梅
郷
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
工
事
が

二
カ
所
、
物
件
補
償
が
二
カ
所

で
あ
る
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

家
屋
の
移
転
が
三
月
い
っ
ぱ
い

で
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

契
約
を
し
て
い
る
も
の
が
一
件

と
、
平
成
十
六
年
度
早
々
に
契

約
を
予
定
し
て
進
ん
で
い
る
も

の
が
一
件
あ
る
。
ま
た
、
物
件

補
償
は
地
権
者
と
の
交
渉
が
難

航
し
て
い
る
た
め
繰
り
越
し
を

し
て
い
る
。

　

梅
郷
東
駅
前
線
等
道
路
改
良

事
業
は
用
地
交
渉
に
お
い
て
合

意
に
達
し
て
い
な
い
も
の
が
四

件
、
契
約
を
し
た
が
家
屋
移
転

の
た
め
三
割
を
繰
り
越
す
も
の

が
一
件
で
あ
る
。

常任委員会

う
流
れ
の
中
で
の
こ
と
な
の
か
。

　

ま
た
、
運
営
協
議
会
は
、
第

七
条
の
使
用
料
の
減
免
で
括
弧

書
き
で
書
い
て
あ
る
だ
け
で
、

設
置
に
関
す
る
条
項
は
何
も
な

い
が
問
題
は
な
い
の
か
。

□
当
局　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

は
、
そ
の
設
置
目
的
や
利
用
状

態
か
ら
民
間
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
事
業
展
開
す
る
よ
う

な
施
設
で
は
な
い
。
貸
し
館
を

主
と
し
て
お
り
、
経
費
縮
減
も

委
託
料
は
臨
時
職
員
相
当
の
賃

金
で
あ
る
こ
と
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
の
趣
旨
に
な
じ
ま
な
い

の
で
、
今
回
、
業
務
委
託
方
式

を
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、
地

方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
の
で
、

あ
え
て
委
託
先
は
条
例
上
に
設

け
て
い
な
い
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

□
当
局（
提
案
理
由
）　

複
合
施

設
「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」
内
に
、

新
た
に
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

■
委
員　

ど
の
よ
う
な
運
営
主

体
を
考
え
て
い
る
の
か
。

□
当
局　

運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
委
託
を
考
え
て
い
る
。

■
委
員　

運
営
協
議
会
の
構
成

は
。

□
当
局　

関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
運
営
協
議
会
は
平
成
十
五

年
十
月
に
組
織
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
関
宿
地
域
に
存
在
す
る
団

体
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
い
た
方

で
あ
り
、
関
宿
商
工
会
か
ら

三
名
、
自
治
会
連
合
会
か
ら

三
名
、
公
民
館
運
営
審
議
会

か
ら
二
名
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
三
名
、
こ
ど
も
会

育
成
協
議
会
か
ら
三
名
の
合

計
十
四
名
で
あ
る
。

■
委
員　

条
例
第
十
二
条
の

管
理
委
託
と
第
十
三
条
の
受

託
者
の
責
務
が
削
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
管
理
に
関
し

て
民
間
委
託
し
て
い
く
と
い

小ホールに改修（旧関宿町議会議場）

やすらぎの郷使用料収入等を減額総　　務

議
案
第
二
十
二
号

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）

議
案
第
三
号

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

関宿コミュニティ会館を設置 環境経済
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員
を
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
必
要
な
職
員
を
配
置

す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

る
。

■
委
員　

委
託
業
者
の
選
定
方

法
と
基
準
は
。

□
当
局　

業
者
の
選
定
は
入
札

の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、

図
書
館
業
務
の
民
間
委
託
は
全

国
的
に
も
日
が
浅
い
の
で
、
実

績
が
あ
り
、
な
お
か
つ
、
図
書

館
専
門
の
ス
キ
ル
、
知
識
を
十

分
に
兼
ね
備
え
た
業
者
を
選
定

し
た
。

■
委
員　

条
例
改
正
は
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
も
の
か
。

□
当
局　

館
長
を
任
命
す
る
こ

と
は
指
定
管
理
者
制
度
と
は
相

反
す
る
二
元
管
理
と
な
る
た
め
、

業
務
委
託
で
進
め
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

□
当
局（
提
案
理
由
）　

「
い
ち

い
の
ホ
ー
ル
」
内
に
、
新
た
に

せ
き
や
ど
図
書
館
を
設
置
し
、

併
せ
て
関
係
規
定
を
整
備
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

条
例
の
第
三
条
で「
館

長
、
司
書
、
司
書
補
、
そ
の
他

必
要
な
職
員
を
置
く
」
と
い
う

部
分
が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
。

□
当
局　

図
書
館
法
第
十
三
条

に
「
館
長
を
置
く
、
そ
の
他
必

要
な
人
員
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
で
定
め
る
」
と
な
っ
て
お

り
、
人
員
は
教
育
委
員
会
の
行

政
組
織
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
削
除
し
た
。

■
委
員　

せ
き
や
ど
図
書
館
は

館
長
、
司
書
、
司
書
補
と
い
う

職
員
体
制
で
運
営
す
る
の
か

。□
当
局　

職
員
配
置
は
図
書

館
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

司
書
と
い
う
職
名
は
教
育
委

員
会
が
図
書
館
に
配
置
し
た

有
資
格
者
の
呼
称
で
、
業
務

の
委
託
先
で
採
用
し
た
有
資

格
者
は
司
書
と
し
て
称
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

せ
き
や
ど
図
書
館
は
業
務
委

託
を
す
る
の
で
す
べ
て
の
職

い
て
も
節
水
さ
れ
て
い
る
状
況

の
中
で
、
使
用
量
が
伸
び
悩
み

減
額
と
な
っ
た
。

■
委
員　

江
戸
川
左
岸
流
域
下

水
道
維
持
管
理
費
が
六
五
〇
〇

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

□
当
局　

下
水
道
の
使
用
料
収

入
が
三
〇
〇
〇
万
円
減
額
し
た

こ
と
に
伴
い
、
流
域
の
汚
水
量

が
減
っ
た
の
で
、
負
担
金
も
一

五
〇
〇
万
円
減
額
し
た
。

　

ま
た
、
流
域
下
水
道
に
お
い

て
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
単

価
の
見
直
し
が
あ
り
、
そ
れ
に

伴
う
負
担
金
の
精
算
に
よ
り
七

二
〇
〇
万
円
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
と
の
負
担
金
の
中
で
、

相
殺
し
て
行
う
と
い
う
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
が
、
概
算
で
約

七
割
程
度
の
五
〇
〇
〇
万
円
を

減
額
し
、
合
計
で
六
五
〇
〇
万

円
の
減
額
措
置
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

■
委
員　

単
価
の
見
直
し
で
は

ど
の
く
ら
い
下
が
る
の
か
。

□
当
局　

今
年
度
、
一
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
五
十
九
円
の
負

担
金
を
支
払
っ
て
お
り
、
平
成

十
六
年
度
以
降
の
単
価
は
県
か

ら
説
明
を
受
け
、
総
額
で
五
十

四
・
三
円
と
な
っ
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

□
当
局（
提
案
理
由
）　

既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
五
〇
〇
万

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
三
十
六
億
八
一
八
二

万
四
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

■
委
員　

歳
入
で
下
水
道
の
使

用
料
が
三
〇
〇
〇
万
円
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

□
当
局　

下
水
道
使
用
料
の
積

算
に
当
た
り
、
一
般
家
庭
の
実

情
や
大
口
業
者
の
積
み
上
げ
が

あ
る
が
、
新
規
接
続
が
予
定
さ

れ
て
い
る
使
用
料
を
加
算
し
て

推
測
す
る
と
い
う
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
に
は
、
東
京

理
科
大
学
と
大
手
マ
ン
シ
ョ
ン

の
工
事
完
了
に
よ
り
接
続
が
可

能
と
な
る
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、

宅
内
工
事
の
関
係
上
で
大
手
マ

ン
シ
ョ
ン
の
接
続
が
来
年
度
に

ず
れ
込
み
、
使
用
料
が
計
上
さ

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
東
京
理

科
大
学
に
お
い
て
も
徐
々
に
接

続
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

汚
水
の
使
用
料
が
推
計
よ
り
も

少
な
く
、
予
想
を
下
ま
わ
っ
た

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
口
の
利
用
者
に
お

常任委員会

４月１日にオープンしたせきやど図書館

下水道使用料収入の減額建　　設

「いちいのホール」内に図書館がオープン 文教福祉

議
案
第
二
十
四
号

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
五
号
）

議
案
第
十
号

市
立
図
書
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正


